
申請書に配慮事項を記入する際は，次の区分別の注意事項をよく確認してください。
　（記入の漏れや間違いが多く，注意が必要な箇所です。）

受験上の配慮申請書【裏面】（抜粋）

受験上の配慮申請書【表面】（抜粋）

受験上の配慮申請書【裏面】（抜粋）

受験上の配慮申請書【裏面】（抜粋）

配慮事項の記入に当たっての区分別注意事項

トイレに近い試験室での受験を希望
する場合は
「座席を試験室の出入口に近いとこ
ろに指定」
の申請も必要がないかよく確認して
ください。
　（記入漏れが多い箇所です。）

補聴器を使用している場合は，補聴器
の種類・型式が記入された医師の診断
書を提出してください。

　リスニングの免除を希望する場合は
　「手話通訳士等の配置＋注意事項等の文書による伝達」
　「注意事項等の文書による伝達」
　「座席を前列に指定」
　「補聴器又は人工内耳の装用」
　の申請も必要がないかよく確認してください。
　（記入漏れが多い箇所です。）

「特製机・椅子の持参使用」又は
「特製机・椅子の試験場側での準備」
を希望する場合は，㉗その他の希望配慮
事項等欄に特製机・椅子の規格等を記入
してください。
または別紙に記入して添付してください。

㉒　この欄に，受験に際して配慮を希望する理由（症状及び学校等の授業での状況等）を簡潔に記入してください。

授業では、22ポイント拡大教科書を使用しています。
また、定期試験では、テスト用紙を拡大コピーして
受けています。

リスニン
グの免除

□

㉔　聴　覚　に　関

□1 □2 □

補聴器又は
人工内耳の
装用

座席を前列
に指定

□

手話通訳士等
の配置＋注意
事項等の文書
による伝達

注意事項等の文
書による伝達

トイレに近い
試験室での受験

□1

障害者用

□2□

座席を試
験室の出
入口に近
いところ
に指定

□3

特製机・
椅子の持
参使用

1階又はエ
レベー
ターが利
用可能な
試験室で
受験

特製机・
椅子の試
験場側で
の準備

車椅子の
持参使用

　に　関　す　る　配　慮　事　項　，　そ　の　他　の　配　慮　事　項

試験室
におけ
る介助
者の配
置

形態は
問わな
い

杖の持参
使用

試験場へ
の乗用車
での入構

洋式

□ □ □ □ □ □ □

㉓　視　覚　に　関　す　る　配　慮　事　

文字解答（別室）
点字器等の
試験場での
保管

□ □1 □2

拡大文字問題冊子の配付

22
ポイント
（別室）

□2

連続方式 音止め方式

リスニングにおける延長方式

試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

ICプレーヤー

□ □1

14
ポイント

【ア】 視覚に関する配慮事項

【イ】 聴覚に関する配慮事項

【ウ】 肢体不自由 ・ 【エ】 病弱 ・ 【カ】 その他の配慮事項

数
学
Ⅱ
・
数
学
B

簿
記
・
会
計

情
報
関
係
基
礎

工
業
数
理
基
礎

倫
理

政
治
・
経
済

倫
理
、

政
治
・
経
済

数
学
Ⅰ

数
学
Ⅰ
・
数
学
A

数
学
Ⅱ

世
界
史
Ａ

世
界
史
Ｂ

日
本
史
Ａ

日
本
史
Ｂ

地
理
Ａ

地
理
Ｂ

現
代
社
会

地 理 歴 史 公 民 数        学

「拡大文字問題冊

子の配付」を希望

する場合は，申請

書の【裏面】㉒欄で，

高等学校等で使用

している教科書や，

定期考査等での状

況（拡大コピーをし

て配付しているな

ど）を記入してくだ

さい。

なお，「拡大文字問

題冊子（22ポイン

ト）の配付」を希望

する場合は，申請

書の【表面】の受験

科目を○で囲む必

要があります。

申

請

書

類
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状況報告書（ 発達障害関係 ） 

氏 名  
昭 和
平 成

 年   月   日 生

性 別 

男 ・ 女 

住 所 
 

在 学 

期 間 

平成 

昭和 
 年  月から 

平成

昭和
年  月まで 

記入について 

○ 以下の配慮事項のうち希望するものを○で囲み，それぞれについて，必要とする理由を詳しく

記入してください。申請書で希望した配慮事項については，必ず理由を記入してください。 

○ 高等学校等で行った配慮については，裏面に記入してください。 

○ 高等学校等に在籍していない者は，保護者等が志願者の所属する高等学校等以外の教育機関等にお

ける状況等及び専門家等による所見を可能な範囲で記入してください。 

必要とする理由 

配

慮

事

項

（

希

望

す

る

も

の

を

○

で

囲

ん

で

く

だ

さ

い

）

 

試 験 時 間
の 延 長 
(1.3 倍) 

※ 試験時間の延長が許可された場合，別室となりますが，延長が許可されなかった場合でも， 
 別室を希望する場合は，下記の別室の設定欄に希望する旨とその理由を記入してください。 

チ ェ ッ ク
解 答 

 

拡大文字
問題冊子
の 配 付 

※ 必要とする理由と併せ，高等学校等で使用している教科書や定期試験等での状況（拡大コピーをして
配付しているなど）を記入してください。 

注意事項
等の文書
に よ る 
伝 達 

 

別 室 の 
設 定 

※ 必要とする理由と併せ，特に個室（試験室に受験者 1 名）を希望する場合は，その理由につい
ても記入してください。 

※ 状況報告書（別室の設定）は提出する必要はありません。 

 

そ の 他 
（ ﾘ ｽ ﾆ ﾝ ｸ ﾞ 
の免除等） 

 

 

【オ】 発達障害に関する配慮事項

申

請

書

類

受験上の配慮申請書【裏面】（抜粋）
希望する

ものを〇

で囲んで

ください。

発達障害に関する配慮事項を希望する

場合は，申請書【裏面】でチェックした配

慮事項について，必ず状況報告書（発達

障害関係）にその配慮事項が必要な理

由を漏れなく記入してください。

14
ポイント

22
ポイント
（別室）

□2 □ □
347 348 349

□1

346344 345

リスニングにおける延長方式

□1 □2

連続方式 音止め方式

リスニングにおける延長方式

試験時間
延長なし

ICプレーヤー

□

試験時間1.3倍延長

連続方式 音止め方式

マークシート解答（別室） チェック解答（別室）

□1

試験時間1.3倍延長

□2

㉖　発　達　障　害　に　関　す　る　配　慮　事　項

拡大文字問題冊子の配付
注意事項
等の文書
による伝
達

別室の設
定
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次のように複数の区分の配慮事項を申請することもできます。

受験上の配慮申請書【裏面】（抜粋）

　  

㉜ 350 1 2

351 355 359

363 367 371

375 379 383

387 391 395

399 403 407

㉓　視　覚　に　関　す　る　配　慮　事　項

点字解答（別室）
点字器等の
試験場での
保管

文字解答（別室） 拡大文字問題冊子の配付
拡大鏡等の持
参使用

リスニングにおける延長方式 リスニングにおける延長方式

連続方式 音止め方式 連続方式 音止め方式 ICプレーヤー

窓側の明るい
座席を指定

照明器具の持
参使用

照明器具の試
験場側での準
備

試験時間1.5倍延長 試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし 14

ポイント

22
ポイント
（別室）

310 311 312 313 314 315 316 317 318

□1 □2 □ □ □ □□1 □2 □ □1 □2 □

㉔　聴　覚　に　関　す　る　配　慮　事　項

手話通訳士等
の配置＋注意
事項等の文書
による伝達

注意事項等の文
書による伝達

座席を前列
に指定

補聴器又は
人工内耳の
装用

リスニン
グの免除

リスニングにおける音声聴取の方法（どれか一つを選んでください。） 大学入試センター記入欄2

イヤホン又は
ヘッドホンの持
参使用

㉚ ㉛
CDプレーヤー
のスピーカー
から直接音声
を聞く方式
（別室）

補聴器を外し
てイヤホンを
使用

補聴器又は人
工内耳のコネ
クターに持参
したコードを
接続

ヘッドホンの
貸与

㉘ ㉙

326 327

319 320 321 322 323

□2 □3 □4 □5 324 325□1 □2 □ □ □ □1

㉕　肢　体　不　自　由　・　病　弱　に　関　す　る　配　慮　事　項　，　そ　の　他　の　配　慮　事　項

チェック解答（別室） 代筆解答（別室） 試験室入
口までの
付添者の
同伴

試験室
におけ
る介助
者の配
置

トイレに近い
試験室での受験

1階又はエ
レベー
ターが利
用可能な
試験室で
受験

特製机・
椅子の持
参使用

特製机・
椅子の試
験場側で
の準備

車椅子の
持参使用

杖の持参
使用

試験場へ
の乗用車
での入構

座席を試
験室の出
入口に近
いところ
に指定

別室の設
定

リスニン
グにおい
て途中退
室するた
め音声を
一時停止
（別室）

試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

リスニングにおける
延長方式

□ □1 □2 □

リスニングにおける
延長方式
形態は
問わな
い

洋式 障害者用

連続方式 音止め方式 ICプレーヤー 連続方式 音止め方式 ICプレーヤー

□ □
328 329 330 331 332 333 334 335

□ □ □ □ □ □□ □ □1 □2 □3 □□1 □2

14
ポイント

22
ポイント
（別室）

リスニングにおける延長方式 リスニングにおける延長方式

連続方式 音止め方式 連続方式

342 343

㉖　発　達　障　害　に　関　す　る　配　慮　事　項
　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

記
入
欄
3

マークシート解答（別室） チェック解答（別室） 拡大文字問題冊子の配付
注意事項
等の文書
による伝
達

別室の設
定

㉝

336 337 338 339 340 341

受
験
に
際
し
て
希
望
す
る
配
慮
事
項

□1 □2 □ □

音止め方式 ICプレーヤー

□1 □2 □1 □2 □

試験時間1.3倍延長 試験時間1.3倍延長
試験時間
延長なし

【 複数の区分の配慮事項を申請する場合】

申

請

書

類
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